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■■ 令和元年６月２６日（水）■■ 

～地道な活動に感謝。山田・連町防火防犯副部長が表彰～ 
このほど、栄東連合町内会の山田吉嗣・防火防

犯副部長が防犯功労者として表彰されました。 

表彰式は、6 月 26 日、札幌東防犯協会連合会総

会に先立ち行われ、東区内の 1 町内会と 9 個人に

坂東茂利・札幌方面東警察署長から表彰状が授与

されました。 

 山田副部長は、多年にわたり地域安全活動推

進委員として、通学路の子供の見守り活動や青パ

トを含む防犯パトロール活動、特殊詐欺の街頭啓

発などに従事され、地域の防犯意識の高揚や安全

活動に大きな貢献をされたものです。 

こうした地道な活動の積み重ねが栄東地区の

安全安心の基礎になっています。 

地域の皆さんも、市民まもろーる隊などできる

ことから地域安全活動に参加しましょう。 

■■ 令和元年６月２９日（土）■■ 

～栄分団、見事準優勝。東消防団消防総合訓練～ 
札幌市東消防団の令和元年度消防総合訓練大会が、6 月 29 日つどーむで開催されました。 

これは、各種災害に立ち向かう札幌市東消防団員が一堂に会し、訓練で養った体力・精神

力・技術力を競うもので、毎年、実施しています。 

この日、東区内の 10 分団 253 名が参加し、小隊訓練及び警防技術訓練を披露しました。小

隊訓練では、指揮者の号令で、整列、行進して規律や練度、技術を、また、警防技術訓練で

は、けが人の救助や消火の迅速性、敏捷性などを競うものです。 

 競技の結果、日々のたゆまぬ訓練により培った成果が如何なく発揮され、栄東地区の所属

する東消防団栄分団が総合の部で見事に準優勝に輝きました。 

身近な地域に根差した消防団の活動は、東区民の安全安心な暮らしの実現に大いに貢献し

てくれるでしょう。 



■■ 令和元年５月２９日（水）■■ 

～まちづくりの一翼担う。永渕会長が区各種会議代表に～ 
栄東連合町内会の永渕宏会長は、5 月 29 日東区連合町内会

連絡協議会の会長に就任されました。 

これに伴い、6 月 25 日には「東区防火委員会」会長に、翌

26 日には「声かけあい、支えあう、安心安全なまちづくり区

民協議会」の会長に、27 日には「ひがしく健康スポーツまつ

り 2019 実施委員会」の委員長にそれぞれ就任されました。 

東区内の 10 地区や関係団体・機関で構成する組織ですが、

永渕会長は「大役ですが、誠心誠意、円滑な運営に努めます」

と抱負を述べられていました。 

このように連合町内会は、東区内の各種団体の活動に協力し、

区のまちづくりの一翼を担っています。 

■■ 令和元年７月１０日（水）■■ 

～咲き誇るハナショウブを満喫。女性部の健康ウォーク～ 

7 月の栄東連合町内会女性部（村木紀子部長）主催の健康ウォーク運動は、10 日（水）に

豊平区の八紘学園花菖蒲（しょうぶ）園を訪ねました。 

 同園は、北海道農業専門学校の敷地の一部 1.5 ヘクタールで、約 450 種 7 万株のハナショ

ウブが植栽されており、毎年、見ごろの 7 月上旬から中旬にかけて市民に開放されています。 

白、ピンク、紫、青、黄などに咲き誇る花を眺めて、参加者のお一人は「とてもきれい。

こんなにたくさんのハナショウブを堪能できるのも健康ウォークがきっかけです」と語って

おられました。 

この日の参加者は 42 名。思い思いに園内を巡りながら、花言葉である「優雅」を漂わせる

色鮮やかなハナショウブを大いに満喫されたことでしょう。 

ウォーキングの最後の楽しみは、同学園産・人気ナンバーワンのソフ

トクリームです。心地よい汗を流し、ミルク感たっぷりのソフトを味

わう皆さんは笑顔でいっぱいでした。 

次回の健康ウォークは、8 月 26 日に百合が原公園までウォーキング

を行います。 

 申し込みは不要です。参加希望の方は午前 9 時までに日の丸会館

（東区北 41 条東 14 丁目）にお集まりください。 


